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コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングス株式会社(本社:東京都港区、代表取締役社長:カリン・ドラガン、以

下 当社)は、「FTSE Blossom Japan Sector Relative Index」の構成銘柄に選定されました。 

 

 

 

 

 

  

グローバルインデックスプロバイダーである FTSE Russell により構築された「FTSE Blossom Japan Sector 

Relative Index」は、各セクターにおいて相対的に、環境、社会、ガバナンス(ESG)の対応に優れた日本企業のパフ

オーマンスを反映するインデックスで、セクター・ニュートラルとなるよう設計されています。また低炭素経済への移行を促

進するため、特に温室効果ガス排出量の多い企業については、TPI 経営品質スコアにより改善の取り組みが評価され

る企業のみを組み入れています。 

なお、本インデックスは、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）が選定する ESG パッシブ運用のベンチマ

ークとして採用されています。 

 

当社は、組織の社会的責任に関する国際規格である ISO26000 に則った CSR を更に進化させ、ビジネスの成長

と社会の持続性をひとつの課題として捉える「共創価値（Creating Shared Value：CSV）」を経営の根幹として

います。また、サステナビリティーフレームワークとして「多様性の尊重」「地域社会」「資源」の３つのプラットフォームと９つ

の重要課題を特定するとともに、非財務目標である「CSV Goals～共創価値創出に向けて～」を策定し、具体的な

アクションを推進しています。 

 

当社は今後も事業活動を通じた社会課題の解決に取り組み、持続可能な社会の実現を目指してまいります。 

 

【参考】 

・FTSE Russell 

https://www.ftserussell.com/ja/ 

・FTSE Blossom Japan Index Series 

https://www.ftserussell.com/ja/products/indices/blossom-japan 

・コカ･コーラ ボトラーズジャパンホールディングスの CSV の取り組み 

https://www.ccbji.co.jp/csv/ 

※ニュースリリースに記載された情報は、発表日現在のものです。最新の情報と異なる場合がございますので、あらかじ

めご了承ください。 
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